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右

．

の
ど
け
し
や
番
傘
干
し
て
渓
の
宿

句
碑
濡
ら
し
山
の
春
水
ほ
と
ば
し
る

岩
風
呂
に
人
影
も
な
き
花
の
冷
え

連
翅
（ぎ
ょ
う
）
の
一
枝
供

へ
る
祠
か
な

日
だ
ま
り
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
し
す
み
れ
草

花
見
宿
赤
き
瓦
や
杉
襖

吹
き
上
げ
し
風
の
寒
さ
や
土
筆
萌
ゆ

湯
の
客
と
言
葉
交
し
て
春
の
野
路

連
翅
（ぎ
ょ
う
）
や
下
駄
ば
き
で
行
く
湯
治
客

う
ぐ
い
す
や
雨
情
の
歌
碑
に
歩
を
と
ど
め

エ
ン
ジ
ン
の
音
軽
や
か
に
春
起
し

泥
じ
わ
の
手
無
心
に
む
じ
る
芋
の
種

観
音
祭
野
仏
も
あ
り
彼
岸
守

夕
日
さ
す
土
手
に
浮
彫
り
す
み
れ
草

春
の
蝶
れ
ん
ぎ
ょ
う
の
上
木
瓜

（ぼ
け
）
の
上

春
雷
の
め
ざ
し
土
竜
土
を
守
る

大
谷
の
川
面
の
光
暖

（あ
た
ゝ
）
か
し

播
き
終

へ
し
種
子
に
呟
き
あ
る
如
し

大
野
焼
黄
砂
ま
が
い
の
空
曇
り

雪
解
け
の
名
知
ら
ぬ
草
の
育
ち
を
り

ヽヽ

長

称

美

代

明

悟

春

成

喜

一
洋
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二

登

政

美

日

康
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新

道

康

博

修

邦
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明

法

美

一
夫

敬

光

廣

映

民

信

井

丸

村

原

上

野

永

徳

松

桐

田

星

肥

後

狂

句

意
地
張

っ
て
　
生
活
保
護
費
好
か
っ
さ
ん

さ
ら
ば
母
校
よ
　
我
が
落
書
き
の
あ
る
ト
イ
レ

駅
　
故
郷
の
香
り
の
売

っ
て
あ
る

趣
味
の
良
さ
　
見
え
ん
下
着
に
凝

つ
と
ら
す

さ
ら
ば
母
校
よ
　
親
子
で
残
す
新
記
録

人 口
-3月 31日現在―

報

○

aOつ71 男 ・̈ 4,702人J'00'ハ  :女 ・・・4,935人

世帯数……

転入 84

転出 180

・・・・・・・・・ 2,607

出生 11

死亡  6

発行 阿蘇郡高l森 町役:場  TEL(高 森局09676)② llll〔代表〕
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・・・響

霙
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川

上

盆

地

県
道

「
津
留
―
小
池
野
線
」
片
山
か
ら
津
留
に
向
か
っ
て
楓
林
坂
を
下
る
。

野
尻
に
居
を
持
つ
誰
も
が
川
上
を
発
祥
の
地
と
す
る
歴
史
の
歩
み
の
中
に
生
き

て
来
た
。
そ
こ
に
は
昔
を
語
る
幾
つ
か
の
も
の
が
あ
る
。
な
か
で
も
城
山
と
と

も
に
殿
さ
ん
の
穴
は
少
年
時
代
か
ら
の
探
検
の
場
で
あ

っ
た
。

※
殿
さ
ん
の
穴
＝
城
山
の
南
面
中
腹
に
あ
る
岩
肌
を
え
ぐ

っ
た
円
形
の
ほ
ら

穴
で
中
は
十
数
人
が
車
座
に
な
れ
る
。
ま
た
、
ほ
ら
穴
の
正
面
に
は
朱
詰
め

の
日
の
丸
の
印
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
留
　
野
尻
　
信
之

平
田
る
り
子

内
田
あ
や
女

桐
原
と
し
子

松
岡
　
信
子

古
庄
　
泰
子

林
　
　
久
恵

柴
田
ふ
い
子

弥
永
　
蕗
子

岩
下
　
扶
美

山
村
ふ
み
子

後
藤
　
法
龍

後
藤
　
　
築

後
藤
や
よ
い

森
・

正
六

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
　
　
等

瀬
井
　
幸

一

馬
原
　
岳
人

後
藤
　
　
嵐

後
藤

浦
塚
岡
本
林
田
馬
原
林

南
天
琴
司
一
一戸

馬
笑
ズＴ
せい

マ

下

糸

岩

小

瀬井

ふ

し

え

意
地
張

っ
て
、
隣
り
に
負
け
ん
調
度
品

駅
　
ウ
ド
ン
抱
え
て
と
び
乗
ら
す

趣
味
の
良
さ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
す
べ
て
受
け
付
け
ん

雑

　

詠

上
色
見
　
後
藤
　
嘉
平

○
陽
春
の
花
の
季
節
が
訪
い
に
け
り

詫
し
く
待
ち
し
日
日
は
忘
れ
ぬ

○
恙
が
な
く
す
ご
せ
し
今
日
を
感
謝
し

て
あ
し
た
の
事
は
神
に
た
の
ま
ん

草
部
社
倉
　
今
泉
多
美
江

○
ふ
む
は
お
し
ふ
ま
ず
ば
行
け
ぬ
町
営

の
　
さ
く
ら
吹
雪
ぞ
道
に
散
り
し
く

（ご
×
寄
×
付
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▽
高
森
昭
和
の
野
尻
英
二
さ
ん
か
ら

（母
、
ツ
ギ
エ
さ
ん

。
６７
歳
死
去
）

▽
高
森
上
町
の
松
田
ト
ミ
さ
ん
か
ら

（夫
、
冨
男
さ
ん
。
６２
歳
死
去
）

▽
矢
津
田
の
那
須
哲
憲
さ
ん
か
ら

（父
、
日
高
さ
ん
。
７８
歳
死
去
）

▽
尾
下
の
瀬
井
冨
雄
さ
ん
か
ら

（母
、
シ
ズ
カ
さ
ん
。
７９
歳
死
去
）

▽
菅
山
の
後
藤
慶
男
さ
ん
か
ら

（
二
男
、
勝
男
さ
ん
。
２０
歳
死
去
）

▽
高
森
津
留
の
津
留
勝
美
さ
ん
か
ら

（父
、
大
吉
さ
ん

。
８６
歳
死
去
）

▽
草
部
灰
原
の
小
糸
政
利
さ
ん
か
ら

（父
、
松
三
郎
さ
ん

。
８５
歳
死
去
）

〉
高
森
上
町
の
中
村
豊
さ
ん
か
ら

（母
、
ツ
ユ
さ
ん
。
８５
歳
死
去
）

▽
草
部
山
ノ
回
の
佐
藤
徹
さ
ん
か
ら

（母
、　
ツ
ヤ
エ
さ
ん

。
８９
歳
死
去
）

▽
高
森
横
町
の
吉
崎
ツ
ル
子
さ
ん
か
ら

（夫

・
春
義
さ
ん
。
５９
歳
死
去
）

▽
高
森
村
山
の
堀
田
和
子
さ
ん
か
ら

（父
、
雲
龍
さ
ん

。
６２
歳
死
去
）

そ
の
他
の
寄
付

〉
高
森
旭
通
の
岩
下
ヤ
ス
エ
さ
ん
か
ら

慰
霊
祭
の
酒
代
に
と
金

一
封
を

▽
高
森
津
留
の
津
留
勝
美
さ
ん
か
ら
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

へ
金

一
封
を

〉
色
見
山
鳥
の
岩
下
徳
男
さ
ん
か
ら
長

陽
村
の
湯
の
里
荘

ヘ
リ
ン
ド
ウ
花
苗

七
十
本
を
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５
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７
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東
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高
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０
９

５
月
１４
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

高
森
②
０
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５
月
２１
日
　
小
　
林
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高
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②
０
０
７
５

高
森
②
０
０
１
６

６
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お も な 内 容

□ 52年度で実施した町の主な事業…・

□ 国民健康保険税の決め方……………

□ 町の新駐在員さん決まる……………

□ 高森町 4HC結成10周年を祝う。̈・

□ 高森の歴史散歩・郷上の博物誌…・

□ お知らせ 。解放の力…………………
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広 報 た か も り 第 225号  (2)昭和53年 5月 :日(9) 第 225号 広 報 た か も り 昭和53年 5月 1日

＼農道の整備をはじめ、公営住宅の建設、小学校改築、

簡易水道新設などいろんな事業が数多く完工しました。

そこで、その中から主なものを写真にまとめ、みなさ

んに紹介することにしました。

第二次林業構造改善事業で購入したトラクター

53年度家畜 (子牛)市場日割表

森 1,000昔
同3

県職員採用試験のご案内
本年度の各種採用試験は、下記のとお り実施の予定です。

詳細は各採用試験ごとにその都度県公報に登載します。

○初任給

〇大学卒業程度試験採用者 (行政職)88,000円  ○高等学校卒業程度試験採用者 74,900円
(研究職 )90,700円  ○警察官 (巡査A)     loo,600円

○短期大学卒業程度試験採用者   82,100円      (巡 査 B)      86,900円
その他、諸手当として扶養手当、通勤手当、住居手当等が支給されます。

○受験案内・ 申込書の請求

○受験案内 。申込書は、熊本県人事委員会、各県事務所及び県立図書館に用意します。 なお、
警察官については、県人事委員会、県警察本部警務課及び県内 各警察署に用意 します。

○郵便で請求される場合は、「○○試験申込書請求」と朱書し、50円切手 (警察官については
60円切手)をはつたあて先明記の返信用封筒を同封の うえ申し込んでください。

○試験についてのお問い合わせは

熊本市水前寺 6丁 目18番 1号 (0862)熊本県人事委員会事務局
(83)1111(代 表)内 線 2693
(84)1403(直 通 )
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南
阿
蘇
畜
産
農
業
協
同
組
合
の
五
十
三
年
度
家
畜
市
場
開

設
日
が
、
こ
の
ほ
ど
県
の
協
定
会
に
お
い
て
上
記
の
と
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
子
豚
は
毎
月
三
日
、
二
十
日
に
開
設
さ
れ
る
西
原
市
場
で

販
売
し
ま
し
ょ
う
。

▽
肉
質
改
善
の
た
め
、
オ
ス
子
牛
は
生
後
二
ヵ
月
で
去
勢
し

ま

し

ょ
う

。

▽
入
場
子
牛
は
三
百
八
十
キ
ロ以
上
で
上
場
し
ま
し
ょ
う
。

〉
老
齢
牛
（
三
ヵ
月
間
肥
育
）も
市
場
で
販
売
し
ま
し
ょ
う
。

▽
受
胎
率
の
向
上
の
た
め
日
光
浴
と
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
Ａ
さ
ん
】

一
月
の
町
政
座

談
会
で
小
中
学

校
の
教
科
書
が

無
償
な
の
は
解

放
運
動
で
勝
ち

取

っ
た
も
の
だ

と
聞
き
ま
し
た

が
、
私
は
憲
法

に
保
障
さ
れ
た

当
然
の
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

【
Ｂ
さ
ん
】
今
で
は
当
然
の
こ
と

で
し
ょ
う
が
、
当
時
、
教
科
書
無
償

要
求
の
闘
い
と
い
う
の
は
、

そ
れ
は
た
い
へ
ん
な
も
の
だ

っ
た
ん
で
す
よ
ｃ

【
Ａ
さ
ん
】
私
が
小
中
学

校
の
こ
ろ
は
教
科
書
は
自
分

で
買

っ
て
い

ま

し
た
。
そ

れ
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
無
償
に

な

っ
た
の
か
、
無
償
に
な

っ

た
説
明
な
ど
を
聞
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。

【
Ｂ
さ
ん
】
そ
れ
で
は
、

そ
の
こ
と
を
簡
単
に
話
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
が
は
じ
め
ら
れ

た
の
は
、
三
十
四
年
に
高
知

市
の
部
落
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
識

字
学
級
で
文
字
を
覚
え
、
憲
法
の
学

習
を
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
よ
。

【
Ａ
さ
ん
】
な
る
ほ
ど
、
憲
法
二

十
六
条
で
す
ね
。

【
Ｂ
さ
ん
】
そ
う
で
す
。
そ
れ
と

差
別
に
よ
っ
て
生
活
が
破
壊
さ
れ
て

い
る
部
落
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
に
と

一
黒
岩
簡
易
水
道
の

一
配
水
池

高
森
平
和
塔
周
辺
は
道
路
が
舗
装
に
な
っ
た

ほ
か
、
便
所
、
夜
間
照
明
も
つ
き
ま
し
た

完
成
し
た
河
原
小
学
校
の
新
校
舎

っ
て
は
、
無
償
と
い
い
な
が
ら
無
償
で

な
い
こ
と
は
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
差

別
行
政
で
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

【
Ａ
さ
ん
】
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。
差
別
行
政
と
い
う
の
は
―
。

【
Ｂ
さ
ん
】
教
科
書
が
買
え
な
い
と

い
う
の
で
は
、
子
供
を
学
校
に
や
り
た

く
て
も
や
れ
な
い
こ
と
で
す
か
ら
ね
。

子
供
も
お
か
あ
さ
ん
と
同
じ
で
、
字
が

読
め
な
か
っ
た
り
、
安
定
し
た
仕
事
に

つ
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
本
人
に
能
力
が

な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

【
Ａ
さ
ん
】
そ
う
す
る
と
、
教
科
書

の
無
償
配
布
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
で
す
ね
。

【
Ｂ
さ
ん
】

と

こ
ろ

が
、
そ
れ
だ

っ
た
ら
部
落

の
人
だ
け
無
償
に
す
れ
ば

よ
い
は
ず
で
す
ね
。

【
Ａ
さ
ん
】
わ
か
り
ま

し
た
。
部
落
の
人
だ
け
無

償
に
す
る
と
、
ね
た
み
が

生
じ
て
差
別
の
拡
大
に
つ

な
が
る
―
。

【
Ｂ
さ
ん
】

そ
う

で

す
。
だ
か
ら
部
落
の
お
か

あ
さ
ん
方
は
仕
事
を
犠
牲

に
し
て
ま
で
も
、
子
供
に

は
プ
リ
ン
ト
で
が
ま
ん
し
て
も
ら
い
、

市
教
育
委
員
会
に
徹
底
的
に
要
求
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

【
Ａ
さ
ん
】
こ
う
見
る
と
、
解
放
運

動
は
部
落
の
人
だ
け
の
運
動
で
な
く
、

私
た
ち
に
も
関
係
が
あ
る
の
で
す
ね
。

熊 本 県 人 事 委 員 会

|一―高森町同和推進教員の会一―

回

□

圏
1,000音

同 森

高  森 1,000

200

9

一５

６

一

　

・

西  原

高  森

200

1,000

20012. 4 西  原

12 昔
同 森 000

3.  11 西   原 200

月 23

受

4

等格資

一助

験

に生 まれ
人

5月 下旬

で

|      11昭 和26年 4月 2日 か ら、に生まれ
|      1 昭和32年 4月 1日 まで

'た
男子

た|。 Br口   12大 学卒業 (見込)者に限るつ
|°
月°り日、13身長 160Cπ以上     ヽ
で
1熊
本`品ノ1翁勇0.:費鳴整麦力1.0以上)|
|      1 弁色力・聴力 完全     |
|      1 身体に職務遂行上支障がない |

|      |  こと          /

1 警察官採用試験は、本県以外の12都府県も同時に共同で試験を行います。

5月 下旬

7月 下旬

警

察

官

採

用

試

験

5月 下旬

7月 下旬

年
・

和

・

昭

校
度
学
程
等
業
高
卒

受付期間

20日 ま

1日から17 2 4月 2日 か ら ll&*fli;

た
|

|[

人

1巡  査  B

6月 1

職

員

採

用

試

験

学 卒

4月 1日 ま

日
市
市
市

1巡  査  A16月 1日 か

|(大学卒 )16月 20日 ま

|[]I[!:ifttξ
洪:箕阜
れ|      110月 29日

,19月 1日 か ら|  (日
|     1熊  本  市
|      1玉  名  市
19月 20日 まで |八 代 市
|     1本  渡  市

本
再
　
本
代
渡

熊
一朋
　
熊
入
本

ｌ
ｑ
一Ｉ
Ы
「
ｄ
ｌ

ま
一　
か
　
ま

日

一　

日

　

日

２〇

一　

１

　

２０

月

一　

月

　

月

６

一
　

９

　

９

験
‐

一，

劇
「

試
一
替

試

一

度
一
鋼
度
一

一　

奪

　

　

一

腫
Ｆ
巨
膳
Ｆ
一

日

(日 )

4月 2日 か ら
、に生 まれ

4月 1日 まで ,ノヽ

1着々と改良される町道「取首―水堪線」

:環境に恵まれた町営住宅「須坂団地」 :

戴
等

一ヽ

市  場
]

1

1

r 西   原
2

試験の名称
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グ

リ

ー

ン

コ

ー

ル
が
会
員
募
集

昨
秋
の
町
民
音
楽
祭
を
機
に
マ
マ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
発
足
し
た
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
が
、
こ
の
た
び
名
称
も
新

し
く

″高
森
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ル
″
と
改

め
ら
れ
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。同
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
を
機
会
に
、

ひ
ろ
く

一
般
か
ら
会
員
を
募

っ
て
い
ま

す
。
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で

お
友
だ
ち
、
ご
近
所
お
さ
そ
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日

▽
時
　
間
　
午
後
七
時
半
か
ら
九
時

▽
場
　
所
　
高
森
小
学
校
音
楽
室

小
児
マ
ヒ
予
防
に

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

町
は
小
児
マ
ヒ
予
防
に
生
ポ
リ
オ
フ

ク
チ
ン
の
投
与
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
対
象
者
は
四
十
九
年
六
月

一
日
か

ら
五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
乳
幼
児
で
す
。
会
場
で
は
間
診

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
母

子
手
帳
と
印
か
ん
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
子
供
さ
ん
の
体

温
は
必
ず
計

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
五
月
二
十
九
日
、
河
原

集

会

所

（
二
時
～
二
時
二
十
分
）
、
野
尻
集
会

所

（
三
時
～
三
時
半
▽
五
月
三
十
日

町
民
セ
ン
タ
ー
（十
時
半
～
十

一
時
半
）

草
北
集
会
所
（
一
時
半
～

一
時
五
十
分
）

草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

（
二
時
半
～

三
時
）

．全
国
防
犯
協
会
連
合
会
で
は
、
こ
と

し
の
秋
の
防
犯
運
動
に
使
う
標
語
を
次

の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
テ
ー
マ
　
①
空
き
巣
の
防
止
②

「
自
転
車
盗
難
の
防
止

▽
応
募
資
格
　
一
般
お
よ
び
児
童

・
生

徒
で
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法
　
普
通
は
が
き
に
一
テ
ー

マ
一
標
語

（自
作
、
未
発
表
の
も
の

に
限
る
）
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
枚

数
は
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数
応
募

さ
れ
る
場
合
は
、
は
が
き
大
の
厚
紙

を
用
い
、　
一
括
送
付
し
て
も
結
構
で

す
。
①
テ
ー
マ
②
標
語
③
住
所
④
氏

名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
職
業
ま

た
は
学
校
名
、
学
年
を
応
募
用
紙
ご

と
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り
　
五
月
二
十

一
日

▽
送
り
先
　
一〇
１
０
２
　
東
京
都
千
代

田
区
紀
尾
井
町
三
―
四
七
警
察
共
済
ビ

ル
内
（財
）
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

「
防

犯
運
動
標
語
」
係

▽
発
表
　
八
月
二
十

一
日
ま
で
に
入
選

者
に
通
知
の
ほ
か

「
全
防
連
ニ
ュ
ー

ス
」
に
掲
載

▽
賞
品
　
最
優
秀
作
五
万
円
ほ
か
多
数

重

度
身

障
者

に

は
が

き
を
贈

呈

郵
政
省
で
は
身
体
障
害
者
福
祉
強
調

運
動
に
ち
な
み
、
青
い
鳥
は
が
き
を
四

月
二
十
日
か
ら
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
一
般
に
売
り
さ
ば
く

ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者

（
一
、
二

級
で
本
年
四
月

一
日
現
在
満
六
歳
以
上

の
人
）
に
は
、　
一
人
当
た
り
二
十
枚
を

限
度
と
し
て
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
無
料
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を

示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
人
で

も
結
構
で
す
。
用
紙
は
郵
便
局
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
申
し
出
は
五
月
二
十

一

日
ま
で
。

〃
０
番
サ
ー
ビ
ス
で

町
の
行
事
を
案
内
″

″０
番
サ
ー
ビ
ス
“
と
い
う
の
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
高
森
電
報
電
話
局

で
は
高
森
町
の
毎
月
の
主
な
行
事
や
ニ

ュ
ー
ス
、
あ
る
い
は
電
報
電
話
局
か
ら

の
お
知
ら
せ
と
い
っ
た
も
の
を
電
話
で

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
電
話
番
号
は

高
森
局
②
０
０
０
０
番
で
料
金
は
無
料

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
　
　
∧
高
森
電
報
電
話
局
∨

３０
歳
以
上
の
女
性

対
象
に
婦
人
検
診

町
は
こ
と
し
も
県
対
ガ
ン
協
会
の
協

力
を
受
け
て
、
婦
人
検
診
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
三
十
歳
以
上
の
女
性

で
妊
娠
中
で
な
け
れ
ば
ど
な
た
で
も
受

診
で
き
ま
す
。
検
診
料
千
五
百
円
の
半

額
を
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

∧
検
診
日
程
∨

〉
五
月
十
五
日
　
農
協
上

色

見

支
所

（十
二
時
半
～
十
三
時
）
、
農
協
色
見

支
所

（十
三
時
二
十
分
～
十
四
時
）

▽
五
月
十
六
日
　
農
協
草
北
支
所

（十

二
時
半
～
十
三
時
）
、
草
部
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー

（十
三
時
四
十
分
～
十
四
時

二
十
分
）

▽
五
月
十
七
日
　
野
尻
集
会
所
前

（十

二
時
半
～
十
三
時
）
、河
原
小
学
校
（十

三
時
半
～
十
四
時
）

▽
五
月
十
八
日
　
畜
産
セ
ン
タ
ー

（十

二
時
半
～
十
四
時
）

〉
五
月
十
九
日

（同
）

日
中
友
好
九
州
青

年
の
船
団
員
募
集

日
中
友
好

「
九
州
青
年
の
船
」
の
一

般
団
員
募
集
が
五
月

一
日
か
ら
五
月
二

十
五
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
０
日
本
国
籍
を
有
し
、

昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
現
在
、
満
二

十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
男
女
０
四

月

一
日
現
在
、
県
内
に
一
年
以
上
居
住

し
、
な
お
引
き
続
き
居
住
し
よ
う
と
す

る
人
０
将
来
、
職
場

。
青
少
年
団
体
お

よ
び
地
域
に
お
い
て
活
発
な
活
動
が
期

待
で
き
る
人
④
協
調
性
に
富
み
、
主
催

者
の
計
画
に
従

っ
て
規
律
あ
る
旅
行
お

よ
び
団
体
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

次
の
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▽
過
去
に
同
種
の
海
外
渡
航
の
経
験
が

あ
る
人
▽
大
学
、
高
校
な
ど
に
在
学
中

の
人

（夜
間
、
通
信
制
課
程
は
除
く
）

▽
近
く
海
外
渡
航
を
す
る
人
。

※
詳
し
い
応
募
要
領
は
町
民
課
第
二

福
祉
係
べ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
森
農
協
の
野
菜
洗
浄
施
設

52年度で実施 した主な町事業

標 秋

語 の

を 防

募 犯

集 用

「住みよい豊かな郷土」をめざし、町

では常に生活基盤の確立を施策の第一に

かかげて町づくりを進めています。52年

度では、みなさんのご協力で、町道や/

1舗装された町道「社倉一倉地線」

の急坂地点

●

θ  ●

θ

変
電
所
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
停
電
に
な
り

ま
す
。

∧
日
　
　
　
時
∨
　
五
月
二
十
五
日

（火
）
午
前
九
時
か
ら
午
後

一
時

ま
で

∧
停
電
の
範
囲
∨
　
高
森
町
全
域

九
州
電
力
大
津
営
業
所

52年度
事 業    名 事 業 内 容 1 事

業費

【町道関係】

西丁―中園線 (舗装)
中村一論地線 (″ )
牧  戸  線 (改良)
取首一水堪線 (″ )
大戸ロー黒岩線 (舗装)
社 倉―蔵 地 線 (″ )
芹 ロー馬場 線 (″ )
その他町道舗装

【防災関係】

消防施設設置事業
″

【農業関係】

団体営草地開発事業

山村地域農林漁業特別対策事業

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

260nl
53nl
207n■

640■1

160111

6801n
35nl

W5.5m
Vヽ2.7nl
W4m
W4m
W4m
W4.5m
W4m

(単位千円

11:030
1,679
2,618
28,754
2,190
14,633
1,125

4,600
2,010

農免道路整備事業
(町負担10%)

農道整備事業

草地造成、牧道、牧柵

農道「栃原線」L526m
W3m

草部地区 L417m
大畑地区 L1080m
河原地区舗装 L1060m
中原地区 ″ L799m
老良原地区″ L324m
上津留地区″ L820m
下山地区 ″ L399m
高森農協野菜洗浄施設
鉄骨・スレート347ピ

(町補助)|(2,025)

林道赤羽根線 L802m l
基幹作業道 6線 L3107m
集約育林6.51lo

機械保管倉庫 1棟
協業計画樹立20hα
早期折用樹育成林業経営
促進事業 5 hα
トラクター1台購入

ポンプ付積載車 2台
防火水槽   1基

休憩所
電気、水道、舗装、便所
800本

1種 4戸、 2種 4戸
用地購入4992イ

黒岩地区

ガードレール571m、
カーブミラー43本
鉄筋校舎、集会所など

43,136

16,062

活動火山周辺地域
防災営農対策事業

【林業関係】

民有林開設事業
第 2次林業構造改善事業

【観光関係】

高森公園整備事業
平和′‐答公園整備事業
桜 植 栽 事 業

【住宅・水道関係】

公営住宅建設事業

簡易水道施設事業

【教育 。交通関係】

交通安全施設整備事業
河原小学校改築

″

″

″

″

″

″

23,000
15,184
474
1,200
242

468
8,432

20

4,442
424

5,145
115,773

ニ

結
Ｆ
　
　
　
昴
電

新鋭 のポ ンプ付積載車

一̈”一一一一辮
一̈一一一一一一一一一一̈一灘
一̈一一一一一一“
鴬
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国
民
健
康
保
険
―
―
も
う
す

っ
か
り

お
な
じ
み
の
こ
と
ば
で
す
。
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
‐に
よ
る
不

時
の
出
費

に
対
し

て
、
ふ
だ
ん
か
ら
保
険
税
を
納
め
、
国

も
こ
れ
に
拠
出
し
て
医
療
費
を
負
担
す

る
制
度
で
す
。
さ
て
こ
の
保
険
税
で
す

が
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
負
担
が
大
き

す
ぎ
る
と
不
満
を
抱
い
て
い
る
人
も
か

な
り
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、
こ
の
保
険
税
は
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
る
の
か

―
。
そ
の
計
算
方
法
を
説
明
し
ま
し
ょ

う
。高
森
町
の
国
民
健
康
保
険
に
現
在
六

千
六
百
九
十
七
人

（
二
月
末
現
在
）
の

人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
約
六

八

・
七
藩
に
あ
た
り
ま
す
。
世
帯
数
は

千
七
百
八
十
二
人
で
約
六
七

・
九
ギ
。

本
町
の
保
険
税
は
、
ま
ず
国
保
会
計

の
医
療
費
や
事
務
費
な
ど
の
歳
出

（支

出
）
が
過
去
三
カ
年
の
実
績
を
参
考
に

し
て
出
さ
れ
た
あ
と
、
歳
入
（収
入
）
の

繰
越
金
、
国
県
補
助
金
な
ど
が
差
引
か

れ
て
決
ま
り
ま
す
。
つ
ま
り
収
入
の
不

河
原
中
学
校
横
に
町
が
総
工
費

一
億

二
千
万
円
を
か
け
て
、
移
転
改
築
中
の

河
原
小
学
校
が
や
が
て
竣
工
し
ま
す
。

近
ヽ
的
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の

明
る
い
校
舎
で
、
当
地
方
初
め
て
の
モ

デ
ル
建
築
で
す
。
こ
の
付
近

一
帯
は
実

は
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
で
す
。
埋
蔵

文
化
財
は
地
下
に
埋
れ
て
い
る
文
化
財

の
こ
と
で
、
昭
和
三
十
五
年
、
中
学
校

建
設
の
地
開
き
工
事
中
、
多
く
の
石
器

や
土
器
片
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
小
学
校
建
築
の
地
開
き
中
に
も
数

個
の
土
器
を
発
見
し
ま
し
た
。　
・

本
町
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵

地
は
上
園
、
年
の
神
、
山
鳥
、
て
ら
う

と
、
尾
下
、
柿
迫
、
馬
場
、
宮
原
、
下

切
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
埋
蔵

地
は
性
質
上
、
発
掘
調
査
の
結
果
に
よ

ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
範
囲
、
性
格
、
重

<7>

厄楼

老爽誉長 今球すとしお

所
得
割
な
ど
四
方
式
で
／

最
高
限
度
額
は
年
１９
万
円

足
分
が
保
険
税
と
い
う
わ
け
で
す
。
　
´

次
に
こ
の
保
険
税
総
額
を
被
保
険
者

の
み

な
さ
ん
へ
賦
課
す
る
方
法
で
す

が
、
本
町
で
は
厚
生
省
の
標
準
方
式

（

四
方
式
）

が
取
り

入
れ
ら
れ

て
い
ま

す
。
こ
れ
は
負
担
能
力
か
ら
見
た
所
得

割
と
資
産
割
、
そ
し
て
、
医
療
の
恩
恵

を
受
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
均
等

割
と
平
等
割
の
四
つ
か
ら
組
み
た
て
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
税
率
は
昨
年
度
の

場
合
が
所
得
割
百
分
の
四
・
五
九
、
資

産
割
百
分
の
四
九

・
七
八
と
な
っ
て
お

要
度
な
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

河
原
遺
跡
の
出
土
品
を
調
べ
て
み
ま

す
と
、
ま
ず
第

一
に
打
製
の
石
斧
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
人
々
が

ま
だ
鉄
器
を
用
い
な
か
っ
た
時
代
、
す

な
わ
ち
縄
文
後
期
、
晩

期
に
出
土
す
る
粗
製
の

石
器
で
、
農

具

や
土

掘
り
に
使
用
さ
れ
た
と

い
わ
れ
、
後
年
に
な
り

ま
す
と
全
面

を
磨

研

し
、
刃
部
の
周
辺
だ
け

を
磨
い
た
磨
製
の
石
斧

で
あ
り
、
固
く
て
質
の

よ
い
青
や
黒
色
の
蛇
紋

岩
で
で
き
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
と
い
え
ば
今

か
ら
七
千
年
も

一
万
年

も
前
の
こ
と
で
、
こ
の

山
間
部
に
先
住
民
族
が

住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

ま
た
多
く
の
上
器
片

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
を
紹
介
し
ま

す
と
、
曽
畑

（そ
は
た
）
式
上
器
と
思

河
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

り
、
被
保
険
者
均
等
割
は
六
千
六
百
三

十
四
円
、
世
帯
別
平
等
割
は
一
万
七
百

割
る
と

一
期
ご
と
の
保
険
税

一
万
七
千

七
百
二
十

一
円
が
出
ま
す
。
た
だ
し
所

得
が
い
く
ら
あ

っ
て
も
保
険
税
は
十
九

六
十
円
で
し
た
。

こ
れ
を
健
康
治
さ
ん

（仮
名
）
の
家
庭
を
例
に

税
額
を
算
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
下
の
図
を
見

て
く
だ
さ
い
。
健
さ
ん

の
年
間
所
得
は
八
十
五

万
四
千
円
、
固
定
資
産

税
を
七
千
五
百
円
納
め

て
い
ま
す
。
家
族
は
奥

さ
ん
と
子
供
二
人
の
四

人
で
す
。
①
所
得
割
は

（∞
望
Ь
８
１
基
礎
控
除

Ｎ一
〇
〇̈〇
Φ）
一Ｘ
Ｏ
・〇
ヽ
いＯ
＝”

ω
ｏ
Ъ
一∞円
②
資
産
割
は

「
・ｕｏ
ｏ
×
〇
・〇
０ヽ
「
∞
＝Ｈ
∞
・

「
ω
∞
円
③
均
等
割
は
Ｐ

国
民
年
金
は
、
農
業

・
商
業
な
ど
の

自
営
業
に
従
事
し
て
い
る
方
や
、
従
業

員
が
五
人
未
満
の
職
場
な
ど
で
働
く
方

と
、
そ
の
家
族
の
方
の
た
め
の
年
金
制

度
で
す
。
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
公
的

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。加
入
し
て
い
る
方
が
老
齢
に
な

っ
た

と
き
、
病
気
や
け
が
の
た
め
体
に
障
害

の
残

っ
た
と
き
、
ま
た
不
幸
に
し
て

一

家
の
働
き
手
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
に
は
、
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ま
た

老
後
の
た
め
に
も
、
二
十
歳
に
な

っ
た

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
役
場
町
民
課
ま
た
は
お
近

く
の
年
金
委
員
さ
ん
に
お
尋
ね
く
だ
さ

θ  ●

●  ●

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
深

鉢
形
、
針
形
な
ど
が
あ
り
、
日
縁
部
は

直
立
、
ま
た
外
反
し
、
底
部
は
九
底
、

紋
様
は
細
く
短
い
直
線
を
平
行
さ
せ
、

縦
、
横
、
斜
な
ど
の
方
向
で
羽
状
紋
、

平
行
線
紋
、
三
角
紋
、
菱
形
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
を
し
た
も
の
で
、
灰
黒
色
の

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

曽
畑
式
は
宇
土
市
の
曽
畑
で
初
め
て

発
見
さ
れ
た
独
特
の
上
器
で
、
こ
の
名

称
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
沈

目

（し
ず
め
）
式
上
器

（城
南
町
）
と

思
わ
れ
る
土
器
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

今
回
の
工
事
で
は
土
師
器

（
は
じ
き
）

も
発
見
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
古
墳
時

代
か
ら
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
に
至
る

ま
で
長
く
使
用
さ
れ
た
赤
褐
色
の
素
焼

土
器
で
、
形
は
一無

杯
、
高
杯
や
甕
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
須
恵
器
も
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
古
墳
時
代
後
期
の
も

の
で
、
ろ
く
ろ
を
使
ち
て
形
を
整
え
、

一
千
度
近
い
高
熱
で
焼
い
た
固
い
も
の

で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
出
土

品
は
考
古
学
上
貴
重
な
資
料
で
、
南
郷

谷
に
は
少
な
く
、
こ
の
高
原
地
帯
で
も

平
担
地
の
宇
土
や
益
城
な
ど
の
発
見
と

同
様
に
文
化
が
す
す
ん
だ
こ
と
が
考
え

た
れ́
ま
す
。
こ
の
地
は
今
後
も
出
土
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
土
木
工
事
な
ど

で
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

っ
と
び
っ
く
り
し
た
が
、
考
え
て
み

れ
ば
還
暦
も
去
年
過
ぎ
て
い
る
し
、

孫
も
い
る
こ
と
だ
し
、
少
し
も
不
思

議
な
話
じ
ゃ
な
い
ｃ

「
そ
う
で
す
ね
ｃ
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
」
と
返
事
は
し
た
も
の
の
、
い

よ
い
よ
俺
も
老
人
か
と

一
瞬
さ
び
し

い
気
も
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
若

さ
で
何
が
老
人
も
ん
か
と
い
う
気
も

し
て
、
な
か
な
か
複
雑
な
心
境
だ
ｃ

お
別
れ
し
た
そ
の
会
長
さ
ん
の
姿

が
見
え
な
く
な
る
と
、
急
に
ス
キ
ッ

プ
が
し
て
み
た
く
な

っ
た
っ
ラ
ラ
ラ

ラ
…
…
と
子
供
の
よ
う
に
歌
い
な
が

ら
飛
ん
で
み
た
が
、
た
っ
た
い
ま
羽

化
を
し
た
蝶
よ
り
も
身
が
軽
い
。
し

か
し
、
道
の
両
側
で
ひ
し
め
く
よ
う

に
咲
い
て
い
た
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
の
花
が

一
斉
に

「
わ
―
い
、
わ
―
い
、
負
け

惜
し
み
／
」
と
は
や
し
た
て
て
い
る

よ
う
だ

っ
た
。

町
文
化
財
保
護
委
員
　
佐
藤
武
之

ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
と
は
奇
妙
な
名

前
に
聞
え
る
が
、
こ
の
花
を
見
た
こ

と
の
な
い
人
は
い
な
い
く
ら
い
ど
こ

に
で
も
咲
い
て
い
る
路
傍
の
雑
草
で

あ
る
。
五
月
も
中
旬

に
な

る

と
、
根
子
岳
山
麓
の
鍋
の

平
な
ど

一
面
に
こ
の
花
で

埋
ま
り
、
ま
る
で
黄
色
い

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
よ

う
に
見
え
る
。
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
と
呼
ぶ
人
も
あ
る
が
、

厳
密
に
は
こ
の
花
の
八
重

咲
・き
の
も
の
だ
け
に
限
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
私
も
ウ
マ
ノ
ア

シ
ガ
タ
な
ど
と
不
粋
な
呼
び
方
を
す

る
よ
リ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
の
方
が
好
き
な

の
で
そ
う
呼
ん
で
い
る
。
花
び
ら
の

表
面
が
て
か
て
か
と
光

っ
て
い
る
の

し
き
畦
道
に
し
て
　
　
　
（谷
鼎
）

そ
の
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
の
花
が
土
手

一

面
咲
き
乱
れ
た
野
道
で
老
人
会
の
会

長
さ
ん
に
お
会
い
し
た
ら
、
い
き
な

り

老
人
会
へ
の
入
会
を

勧
め
ら
れ

た
。
あ
ま
り
と
っ
さ
の
こ
と
で
ち
ょ

健 康治さんの保険税(52年度の試算)

主人

妻

幼 児

乳児

年収 85万 4千円  固 定 資産税 7,500円
① 所 得 害」 (年収 854,000円 一基 礎 控 除 200,000円 )

〉く0.0459==3,0018F]

② 資 産 害」 固定 資産 税 7,500円 ×0.04978=3,733円

③ 均 等害1 6.634円 × 4人 =26,536円
④ 平 等 割  10,780円
① 十② 十③ +④ =70.887円

Ｆ
‥
‥
‥
‥
‘
―
１
１
，
―
―
―
―
―
―
‐
―
―
―
―
―
」
　
気
に
な
っ
た
２ヽ
鶴
治̈
療
を
行
う
。

ウマノアシガタ

８
一
Ｘ
一
＞
＝
ＮＯ
ｂ
∞Ｏ

④
平
等
割
は
８
ヽ
∞ｏ
円

①
＋
②
＋
③
＋
④
は
七

万
八
百
八
十
七
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
健

さ
ん
の
一
年
間
に
納
め

る
保
険
税
で
す
。
四
で

万
円
が
限
度
で
す
。

新
年
度
の
保
険
税
を
決
め
る
場
合
、

四
月
に
は
昨
年
の
所
得
額
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
と
り
あ
え
ず
前

年
度

の
四
期
相

当
分
を
仮
賦

課
し
ま

す
。
そ
し
て
八
月
の
本
算
定
時
で
、
差

引
き
精
算
し
た
額
を
三
期
に
分
割
し
て

納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

が
特
徴
で
あ
る
ｃ

Э

　

‘き
ん
ぽ
う
げ

‐の

＜
　
一化
と
ろ
と
ろ
と
照

り
て
お
り
近
道
ら

と
こ
ろ
で
年
々
上
昇
す
る
医
療
費
が

国
民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て

い
ま
す
。
医
療
費
が
高
く
な
る
と

保
険
税
を
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
増
税
を
押
え
る
た
め
に

も
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
国
保

財
政
の
運
営
に
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
、
次
の
事
項
に
ご
協
力
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
深
夜
、
休
日
、
時
間
外
の
受
診

往
診
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

○
病
気
に
な

っ
て
の
治
療
よ
り
、

か
か
る
前
に
十
分
な
予

防
を
す

る

。
○
病
気
の
早
期
丞
寛
に
つ
と
め
、
病

陽

何蘇南部町村 1 人当り年間保険料
(53年度見込)

水   森    陽

:河原遺跡の埋蔵文化財 :

|.||・ |||:



(5) 第 225号 広 報 た か も り 昭和53年 5月 1日

熱
戦
の
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
競
技

θ

θ

各
分
団
が
成
果
を
披
露

木
町
の
消
防
操
法
大
会
ひ
ら
く

高
森
町
消
防
団
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
は
、
四
月

七
日
午
前
九
時
か
ら
高
森

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
士
気
高
揚

と
消
防
活
動
充
実
の
た
め

一
年
お
き
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
ポ
ン
プ
車
の

部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

町
内
十

一
分
団
二
十
二
部

の
代
表
二
百
三
十
二
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

前
回
優
勝
の
第
二
分
団

一
部

（小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
と
機
動
分

団
（ポ
ン
プ
車
の
部
）
か
ら
優
勝
旗
が
返

還
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
端
の
赤
旗
を

目
標
に
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
か
ら
競
技

開
始
。
操
作
開
始
か
ら
放
水
、
器
具
収

納
ま
で
の
一所
要
時
間
、
［操
作
の
Ｆ的
確

さ
、
全
体
の
チ
ー
ム
ヮ
ー
ク
な
ど
で
日

ご
ろ
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

こ
と
し
か
ら
操
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
た
め
各
分
団
の
訓
練
も

一
段
と
盛

り
上
り
、
こ
の
日
は
実
施
さ
な
が
ら
の

緊
迫

感
あ
ふ
れ
た
［技
を
披
露

し
ま
し

た
。
動
作
は
早
く
て
も
規
律
が
悪
か
っ

た
り
、
延
長
ホ
ー
ス
の
ゆ
と
り
が
適
切

で
な
け
れ
ば
減
点
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
は
三
百
点
満
点
の

う
ち
百
九
十
三
点
を
取

っ
た

第
四
分
団

一
部

（村
山
）
が

優
勝
、
ま
た
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、
昨

年
に
続
き
機
動
分
団
が

一
位
を
獲
得
し

ま
し
た
。
両
分
団
は
八
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
郡
大
会
に
町
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

上
位
の
成
績
次
の
と
お
り
。

▽
小
型
ポ
ン
プ
の
部

』●
第
四
分
団

一

部

（
一
九
三
）
②
第
五
分
団

一
部

（
一

九

一
・
五
）
０
第
六
分
団

一
部

（
一
八

七

・
五
）
▽
ポ
ン
プ
車
の
部
蠅
０
機
動

分
団

（
一
八
四
・
五
）
②
第
八
分
団

一

部

（
一
七

一
・
五
）
０
第
七
分
団

一
部

（
一
五
四
・
五
）

校
舎

改
築

で

樹
木
を
移
植

高
森
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

五
十
三
年
度
か
ら
高
森
小
学
校

（野

田
誠
校
長
、
四
百
六
人
）
の
校
舎
が
建

て
直
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
Ｐ

Ｔ
Ａ

「育
友
会
」

の
父
母
ら
が

校
内

の
樹
木
の
移
植
奉
仕
作
業
を
始
め
ま
し

た
。参
加
し
た
父
母
は
約
五
十
人
。
午
前

九
時
か
ら
ク
ワ
や
ス
コ
ッ
プ
を
持

っ
て

集
合
、
約
二
百
本
の
樹
木
の
移
植
に
取

り
か
か
り
ま
し
た
。

樹
木
は
マ
ツ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
五
十
種

以
上
に
お
よ
び
卒
業
記
念
や
父
兄
の
寄

贈
な
ど
、
ど
れ
も
歴
史
や
由
緒
の
あ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
根
の
回
り
の
上
を

掘
り
起
し
、
慎
重
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
運

ば
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
空

き
地
に
い
っ
た
ん
仮
植
さ
れ
、
新
校
舎

完
成
の
後
に
再
び
定
植
さ
れ
ま
す
。
＝

写
真
は
移
植
作
業
す
る
父
母
た
ち

″
二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
″

町
の
新
駐
在
員
さ
ん
決
る

こ
と
し
か
ら
二
年
間
、
町
行
政
と
区

内
自
治
の
間
に
立
ち
、
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
活
躍
く
だ
さ
る
各
駐
在
員
さ
ん
の

新
し
い
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
今

後
、
町
か
ら
の
事
務
連
絡
、
調
査
報
告

そ
の
他
行
政
上
の
補
佐
な
ど
を
行

っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
高
森
地
区
】

駐
在
区
　
組
数
　
戸
数

村
山
　
　
ニハ
　
　
九
五

上
在
　
一
一　
　
八
七

天
神
　
　
七
　
　
六
五

上
町
　
　
九
　
　
七
五

旭
通
　
一
六
　
一
〇
五

昭
和
　
一
五
　
一
九
〇

下
町

‥二

一
Ｅ
二
〇
〇
　
馬
原
　
広
雄

横
町
　
一
四
　
一
七
〇
…
大
西
　
貞
夫

冬
野
　
　
五
　
　
四
五
　
相
馬
　
行
安

森
　
　
一
一
一　
　
八
三
　
今
村

　

偲

津
留
　
　
一ハ
　
　
四
四
　
津
留
　
　
明

【
色
見
地
区
】

洗
川
。
大
村
　
五

中
原
　
　
　
八

前
原
・小
倉
原
六

苧

・
宙

八

山
鳥
・井
上
ｏ戸
狩
　
一

【
草
部
地
区
】

草
部
　
一
九

芹
口
　
一
二

尾
下
②

田
上
　
誠
記
　
河
原
①

工
藤
猪
次
郎
　
河
原
②

五

八

五

三

六

〇
エ
ハ
エ
ハ

一
七

三

氏
三
森
桐
原
白
石
丸
野
矢
野
和
田

名幸
喜
頼
人正守

一
藤
千
敏

一
三

七

八

三

甲
斐
　
敏
二

檜
木
野
幸
男

岩 本 村
下 田 上

徳 寿 照
雄 幸 明

四 九 四

二 六 三 五 三 四 六 一
六 六 ― 八 九 六 五 〇

白 後 鶴 瀬 熊 阿 阿 野
石 藤 林 井 谷 南 南 尻

伏  豊 宗  近 信 定
男 深 成 春 康 義 彦 義

菅
山
　
　
六

永
野
原

一
二

下
切
　
　
四

中

　

　

四

矢
津
田

一
一

【
野
尻
地
区
】

津
留
①

一
〇

津
留
②

一
六

野
尻
①

六ヽ

野
尻
②
　
六

尾
下
①
Ｌ
七

五
〇
八
五

三

四

四

七

八

六

富
永
　
頼
秋

末
永
｝
留
三

甲
斐
　
　
聡

二
子
石
芳
馬

池
田
　
文
夫
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結成10周年を祝 う
高森町4Hク ラブ

「新たな出発の原点に」

高森 4HC結成10周年記念式典の会場

結
成
十
周
年
を
迎
え
た
高
森
町
青
年

農
業
者
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

（白
石
吉

勝
会
長
、
六
十
人
）
は
、
こ
の
ほ
ど
南

阿
蘇
国
民
休
暇
村
で
記
念
式
典
を
行
う

第
五
回
県
下
小
中
学
生
剣
道
基
本
競

演
大
会
が
二
月
二
十

一
日
行
わ
れ
、
本

町
か
ら
参
加
し
た
高
森
少
年
剣
道
ク
ラ

ブ

（高
森
小
）
は
立
会
試
合

（小
学
生

の
部
）
で
初
優
勝
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
少
年
剣
道
の
育
成
と
各
道

場
の
相
互
の
親
ぼ
く
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
熊
本

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
県

・
市
剣
道
連
盟
主
催

で
毎
年
開
い
て
い
る
も
の

で
、
こ
と
し
は
県
下
百
六

十
五
チ
ー
ム

（小
学
生
の

部
九
十
二
、
中
学
生
の
部

七
十
三
）
が
参
加
し
ま
し

た
。本
町
か
ら
参
加
し
た
の

は
高
森
小
学
校
の
高
森
少

年
剣
道
ク
ラ
ブ
と
同
高
森

尚
武
館
道
場
、
そ
れ
に
高

森
中
学
校
の
ニ
チ
ー
ム
を

加
え
た
四
チ
ー
ム
。
試
合

は
五
人
の
選
手
を

一
チ
ー

ム
と
し
て
戦
い
、
切
り
返

し
、
掛
り
稽
古
を
競
演
採

国
道
沿
い
を
美
し
く

青
年
団
ら
が
清
掃
奉
仕

「
私
た
ち
の
住
む
町
を
美
し
く
し
よ

う
」
と
、高
森
町
青
年
団
草
部
支
部
（安

達
秀
美
支
部
長
）
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ク
ラ
ブ

「
み
の
り
の
会
」

（堀
義

雄
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
町
の
国
道
沿

い
で
空
カ
ン
拾
い
の
清
掃
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。

町
青
年
団
草
部
支
部
は
例
年
、
春
の

交
通
安
全
期
間
中
に
清
掃
奉
仕
を
行

っ

て
お
り
、
こ
と
し
は
約
二
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
運
動
服
、
作
業
衣
と
思
い

思
い
の
服
装
で
集

っ
た
団
員
た
ち
は
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
と
空
カ
ン
拾
い
の

二
班
に
分
か
れ
、
国
道
三
二
五
号
線
の

柳
谷
か
ら
宮
崎
県
境
ま
で
の
約
十
五
♂

を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
こ
の
日
集
ま

っ
た
空
カ
ン
は
ニ

ント
ダ
ン
プ
山
盛
り
。

団
員
た
ち
は
予
想
外
の
ゴ
ミ
の
山
に
び

っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
み
の
り
の
会
は
町
役
場
職
員

を
中
心
に
し
た
メ
ン
パ
ー
。
国
道
二
六

五
号
線
の
畜
協
三
差
路
か
ら
南
阿
蘇
国

民
休
暇
村
ま
で
の
沿
道
に
散
ら
か
つ
た

ゴ
ミ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
拾
い
集
め
ま
し

た
。同
国
道
は
本
町
の
観
光
道
路
と
し
て

交
通
量
も
ふ
え
て
お
り
、
こ
こ
で
も
車

窓
か
ら
投
げ
捨
て
た
と
見
ら
れ
る
ジ

ュ

ー
ス
の
空
カ
ン
、
ビ
ン
類
が
小
型
ト
ラ

ッ
ク
い
っ
ば
い
集
ま
り
ま
し
た
。

●

た
。ま
た
発
刊
さ
れ
た
記
念
誌
は
Ｂ
５
版

百
六
十
六
ペ
ー
ジ
。
４
Ｈ
ク
ラ
プ
の
綱

領
に
始
ま
り
、
指
導
関
係
者
ら
の
十
周

年
に
寄
せ
る
こ
と
ば
、
同
ク
ラ
ブ
の
歩

み
、
活
動
状
況
、
各
種
大
会
に
参
加
し

て
の
報
告
、
そ
れ
に
Ｏ
Ｂ

。
女
子
ク
ラ

ブ
員
特
集
、
詩
、
文
芸
な
ど
が
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

点
す
る
基
本
試
合
と
、
規
定
の
時
間
を

フ
ル
に
戦
う
、
立
合
試
合
の
二
種
目
で

競
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
の
基
本
試
合
に
出
場
し
た

本
町
勢
は
い
ず
れ
も
二
―
三
回
戦
で
敗

退
し
た
も
の
の
、
続
く
立
合
試
合
で
は

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
強
豪
チ
ー
ム

を
次
々
と
倒
し
て
第
ニ
パ
ー
ト

一
位
に

進
出
。
準
決
勝
で
も
益
城
町
の
広
安
剣

友
会
を
三
―
二
で
下
し
決
勝
戦
に
勝
ち

進
み
ま
し
た
。

決
勝
は
昨
年
日
本

一
制
覇
を
果
し
た

芦
北
剣
誠
会
と
の
対
決
。
副
将
ま
で
四

人
の
戦
績
は

一
―

一
と
場
内
を
わ
か
せ

ま
し
た
が
、
大
将
同
士
の
戦
い
で
打
ち

勝
ち
、
高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
初
の

栄
冠
を
握
り
ま
し
た
。

高
森
少
年
剣
道
ク
が
優
勝

蝶
軒生′！、
剣
道
基
本
競
演
大
会

●

来庁した高森少年剣道クラブの優勝チーム

ま警麟筆懸夕
=え

―爵鷺
・一
．
一
●
●
‐

・●
・
一
　
■

●

一
―

と
と
も
に
、
記
念
誌

「
轍
（わ
だ
ち
）」

を
発
刊
し
ま
し
た
。

…
記
念
式
典
に
は
県
、
町
関
係
の
指
導

者
ら
来
賓
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
、
ク
ラ
ブ
員

な
ど
約
百
人
が
出
席
。
白
石
会
長
が
歴

代
会
長
に
感
謝
状
を
贈

っ
た
あ
と

「
私

た
ち
は
４
Ｈ
Ｃ
の
原
点
に
返
り
、
今
後

の
地
域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し


